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 第２章 前計画の検証  
 

１ 前計画の概要 

  平成２１年４月に策定した「釧路市ごみ処理基本計画」(以下「前計画」という。)

は、ごみの排出抑制やごみの資源化などの「ごみの減量化の促進とリサイクルの推

進」、ごみの計画的な処理やごみ処理施設の整備などの「ごみの適正処理の推進」、

環境美化活動・不法投棄等防止活動やごみの適正排出などの「環境美化の推進」を

基本方針とし、市民・事業者・行政の協働により地球環境への負荷の少ないまちづ

くりをめざして取り組みを進めました。 

  前計画は、平成２１年度から平成３０年度までの１０年間を計画期間としました。

その後、計画人口の推計と実績に差が生じたことや、資源物指定した家庭系の刈草、

木の枝、落ち葉等を可燃ごみ指定に変更したなど資源化施策の状況の変化などに伴

う見直しが必要となり、平成２６年度に処理基本計画の中間見直しを行っておりま

す。 

また、中間見直し時に本策定時に上位計画である「釧路市環境基本計画」との計

画期間の整合性を図り、計画期間の終了年次を２年延長し、令和２年度までとして

います。 

 前計画では、ごみの減量化や資源化の取組を評価する指標として、「１人１日あた

りのごみの排出量」、「リサイクル率」、「最終処分量」の目標値を設定し、各種施策

を進めました。 

 

２ 前計画の取組状況 

  前計画において施策として掲げた項目に関する主な取組は、次のとおりです。 

 

（１）ごみの減量とリサイクルの推進 

施策項目 主な取組 

ごみの減量、 

資源リサイクル

の推進 

ごみの発生抑制 

と排出抑制 

・町内会など各種団体における講座の実施 

・小中学校における環境学習への支援 

・生ごみ減量化、ごみの分別などの各種広報

の実施 

・各種団体と連携しての環境イベントの開催 

・不用品の再利用（リユース）の推進 

・一般廃棄物許可業者に対しての研修会の 

開催 

・事業者及び許可業者に対する適正処理の周

知及び分別排出指導の実施 

・集団資源回収の広報周知と奨励金の交付 
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施策項目 主な取組 

ごみの減量、 

資源リサイクル

の推進 

有機性廃棄物の 

有効利用 

・民間事業者との連携による資源化の推進 

・生ごみ減量に係る講座の開催 

・生ごみ堆肥化容器並びに電気生ごみ処理

機購入費助成事業の展開 

 

（２）ごみの適正処理の推進 

施策項目 主な取組 

ごみの適正処理

の推進 

ごみの計画的な 

処理の推進 

・医師会等との連携による在宅医療系ごみ

の適正処理に向けた市民周知の実施 

・資源物収集体制の見直し 

・処理困難物の適正処理の推進 

・ふれあい収集体制の継続 

・災害廃棄物処理に向けた会議、講座への 

参加 

ごみ処理施設の 

整備 

・中間処理施設におけるピックアップ回収

の実施 

・次期ごみ最終処分場整備に向けた取り組

み 

・広域処理に向けた協力体制の構築 

分別収集処理体制

の確立 

・資源物の祝日収集の導入 

・資源物ステーションの排出容器の設置時

間の変更 

・プラスチック製容器包装の収集を委託化 

 

（３）環境美化の推進 

施策項目 主な取組 

環境美化活動の 

推進 

環境教育の充実と 

推進 

・町内会など各種団体における講座の実施 

・小中学校における環境学習への支援 

・生ごみ減量化、ごみの分別などの各種広報

の実施 

・各種団体と連携しての環境イベントの 

開催 
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施策項目 主な取組 

環境美化活動の 

推進 

公共空間の清掃 

活動 

・分別収集推進協力員との連携 

・不法投棄等防止監視の実施 

・ごみ集積場における違反ごみ対策の 

実施 

・関係団体と連携しての清掃活動の実施 

・ポイ捨て防止街頭啓発の実施 

・釧路市クリーンパートナー制度の推進 

・学齢期を対象としたイベントの実施 

 

 

３ 目標達成状況 

  前計画策定時には、現在のごみの分別や収集及び処理体制が確立して５年が経過、

定着化を進める中で、市民や事業者の協力により更にごみの減量・資源化を促進す

る目標を設定しました。 

 前計画において、設定した「①１人１日あたりのごみ排出量」、「②リサイクル率」、

「③最終処分量」の達成状況は、下の表のとおりです。 

 

（１）ごみの排出抑制 

  １人１日あたりのごみ排出量は、前計画中間見直し年度の前年度である平成２５

年度の１，１９４ｇから令和元年度には１，１２９ｇと６５ｇ減少しており、前計

画の目標値（令和２年度）である１，１３３ｇを達成しています。これは、前計画

で進めてきた様々な取組による市民や事業者のごみ減量への意識の高まり、スーパ

ー等の店舗回収の増加、更には、製造事業者による詰め替え商品の開発や製品の軽

量化・薄肉化への取り組み等の効果と考えられます。 

  しかし、市民１人１日あたりのごみ排出量の全道平均は、平成３０年度実績で 

９６９グラムであり、それに比べると釧路市は多い状況にあり、政令市の札幌市を

除く道内の主な都市９市中４番目に多い状況となっております。 

可燃ごみの分別に関しては、組成分析調査によると、集積所に排出される可燃ご

みには、まだ食べられるのに捨てられてしまう食品「食品ロス」が湿重量比で約４％

含まれている状況となっており、こういった食品ロスを減らしていただくための取

り組みを進め、更なるごみの減量を図ることが必要となります。 

図 2-2-1 １人１日あたりのごみ排出量 

 



34 

表 2-2-1 令和元年度 可燃ごみの組成分析（食品ロス） 

地区 食品ロス重量 採取試料重量 
うち食品ロス 

含有率 

Ａ地区 ４．６６kg ５１．４４kg ９．１％ 

Ｂ地区 ０．７４kg ５２．４６kg １．４％ 

Ｃ地区 ０．２８kg ６０．１９kg ０．５％ 

Ｄ地区 ３．７６kg ５４．１３kg ６．９％ 

Ｅ地区 １．１２kg ５１．７２kg ２．２％ 

合計 １０．５６kg ２６９．９４kg ３．９％ 

 

 

（２）ごみの資源化 

  リサイクル率は、平成２５年度の２０．１３％から令和元年度には１９．８７％

と０．２６ポイント減少しており、前計画の目標値（令和２年度）である２３％を

達成できない状況です。前計画期間中に、不燃ごみ及び粗大ごみから小型家電のピ

ックアップ回収を導入するなど、リサイクル率向上に努めてきたところであります

が、近年の情報通信技術の進展により市民の紙離れが加速したこと、スーパー等の

店舗回収が増加したこと、資源物の分別が徹底されていないこと等が目標を達成で

きなかった要因と考えられます。 

  資源物の分別に関しては、ごみ組成分析調査によると、集積所に排出される可燃

ごみには湿重量比で約１０％と、まだ多くの資源物が含まれており、資源化量を増

加させるためには、可燃ごみに含まれる資源物を適正に分別して排出していただく

ための取り組みを進めていく必要があります。 
 

図 2-2-2 リサイクル率 
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（３）最終処分 

  ごみの最終処分量は、平成２５年度の１２，６９８トンから令和元年度には  

９，３１９トンと３，３７９トン減少しており、前計画の目標値 （令和２年度）

である９，３８２トンを達成することができました。これは、これまで取り組んで

きたごみ減量化の成果や最終処分（埋立）していた小型家電を資源化する取り組み

等の効果と考えられます。 

  また、釧路市のごみの最終処分の主たる役割を担っている釧路市新高山最終処分

場の残余容量が、令和６年３月に埋立完了の見通しのため、現在、令和６年度から

の供用開始に向け次期最終処分場の整備を進めています。最終処分場の整備には、

多額の費用が必要となることから、施設の延命化の観点からも更なるごみの減量化

への取り組みを進めていく必要があります。 

図 2-2-3 最終処分量 

 

 

 

 


